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，
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名古屋文理大学愛知万博出展 プ ロ ジ ェ ク ト ・ス タ ッ フ †

　　　　　Nagoya　Bunri　University　EXPO 　Pr（）ject　staff

　本報告書は ， 平 成17年 5月20 日 に 長 久手 会場 「あ い ち・お ま つ り広場」 で 行なわれ た愛 ・地球博 「稲

沢市 の 日」 へ の 名古屋文理大学出展企画 の 記録 で あ る．万博 とい う歴史的なイベ ン トに所在地 で あ

る 稲沢市 の
一

員 と して 本学が 協賛参加 し た 内容を詳細 に 記録する こ とで ， そ の 足跡を学 園の 歴 史に

刻む と同時に ， そ こ か ら得 られた知見や経験を後世 に 伝 える こ とを旨 として い る．具体的 に は，「ギ

リシ ャ
・稲沢 ・コ ラボ レ

ー
シ ョ ン フ

ー
ド」 と 「ギリ シ ャ

・
イ メージ ン グ ・

フ ォ トギ ャ ラ リ
ー

」 の 2

企画を柱 とする稲沢市 ・オ リ ン ピア 市 （ギ リシ ャ ） の 国際友 好を記念する
一

連 の本学企画が ， どの

よ うに 企 画され実行 された か が 詳細な資料 とともに 記述され て い る．また同 日瀬戸会場海 上 広場 で

行なわれた公式認定事業 「余暇 の 共遊 ・
共動 ・

共鳴」 へ の 本学介護福祉学科学生 ボラ ン テ ィ ア の参

加記録 も追加報告 として 掲載 され て い る．

キ
ー

ワ
ー

ド ：2005年 日本国際博覧会 （愛知万博，愛 ・地球博），食，栄養，情報，ギ リシ ャ

　　　　　　EXPO 　2005　Aich
，
　Japan，

　Original　Food，　Nutrition，　Information，
　Greece

1．は じめに

　2005年 円本 国際博 覧会 （愛知万博，愛・地球博 ）は，

3月25日 か ら9月25日ま で 185口間開催 され，期間 巾 に

22，049 ，
544人 の 入場 者を集め た

02｝
．本報告書は ，5刀

20日 （金）に 長 久手会場 「あ い ち ・
おまつ り広場」 （図D

で 行なわれた市町村催事 「稲沢市 の 日」
3）

へ の 名古屋

文理大学愛知万博出展 プ ロ ジ ェ ク ト （以下 ， 本学万博

プ ロ ジ ェ ク ト） の 出展 記録 で ある．稲沢市か らの 依頼

で 本学万博プ ロ ジ ェ ク トが 考え た 企画は ， 稲沢市 とそ

の 姉妹都市オ リン ピア 市 （ギ リシ ャ ）の 友好 （当 日は 「ギ

リシ ャ
・
ナ シ ョ ナ ル デー

」 で もある）に ちなみ，本学

の研究 ・教育分野 で ある 「健康 ・栄養 ・食 」 そ して 「情

報 」を活 か した 2つ の 企画 「ギ リシ ャ
・
稲沢

・
コ ラ ボ レ

ー

シ ョ ン フ
ード」 と 「ギリシ ャ

・イメ ージ ン グ ・
フ ォ ト

†名古屋 文理大学 愛知万博出展プ ロ ジ ェ ク ト
・
ス タ ッ フ

〈事務局 ： 統括班〉【教 職 員】伊藤道治 （団長），鈴木敏則 （副団長
・
顧問），滝川 桂子 （顧 問），須藤裕之 （渉外）

〈ギ リシ ャ
・稲 沢 ・コ ラ ボ レーシ ョ ン フ

ード ：宮澤班 〉【教 職 員】宮澤節 子 （副団 長 ・
班 長 ）， 二 浦英雄 （副班 長 ・

業務係チ
ー

フ ），滝川和郎，石井貴子 （副班長〉，鈴木豊子 ， 森み ど り， 猪飼弘子 ， 坂井絵美 【学　 生】 中村美保 ，

小 田奈穂 ， 加藤友美 ， 山 口博子 ， 中尾 理 恵 ， 鬼頭智 了
一
， 北條 由佳 ， 河合佑 衣 子 （以 上 ， 専攻科食物科学専攻 2年生）．

〈ギ リシ ャ
・イ メ ー

ジ ン グ・フ ォ トギャ ラ リ
ー：長谷川班 〉【教職員】長谷川聡 （班長

・業務係チ
ー

フ），小橋
一

秀 （副

班長〉，長谷川旭 （副班長），【学　 生】大水 昌志，小 田原未沙，鈴木崇嗣，蜂須賀優太，浜島衣里，山下珠里，鈴木

伸幸，高橋優，平林泰，三 宅絵梨，山田剛 史 （以 上 ，情報文化学部 4 年生）， 鈴木港祐 ， 外山卓 ， 非上 博之，和 田拓也 ，

平岩冬樹 ， 漸井謙太郎 （以上，同 3 年生）．
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ギ ャ ラ リ
ー

」 で ある （図2）．

　出展 は わずか 1日 で あ っ たが ，すべ て が ゼ ロ の 状態

か ら当 R に至 るまで の 本学万博プ ロ ジェ ク ト
・ス タ ッ

フ の 苦労 は 並 々 な らな い もの で あ っ た．詳細 は 後述 の

各報 告に任せ る が ，出展 当日の 本学出展 ブー
ス の 盛況

振 りと来場者 の 好意的な反応がそ の 成功 の 証 に な っ た

とい え よ う．当 日の 公式 人場者数113，711人 は ， 平 Fr

と して は黄 金週間 の 谷 間 に つ い で 開幕 以来2番 R の 記

録 的な数 で あ り
1）
，非公式 で は あ るが 主催 者側 によれ

ば 「あ い ち ・
おまつ り広場」 へ の 平日一般来場者数 も

開幕以来最多 で はな い か との こ とで あ っ た．本 学 の 出

展 企画 の 成功 は ，
「稲沢市の 日」全体 の 成功 に も貢献 し ，

後 日，稲 沢 市 の み な らず県 を は じ め 主催者側 か らも実

に丁寧な謝辞 を い ただ い た こ とが 記憶 に新 しい ．

　 こ う した成功体験 を，単なる 自画 自賛 で 終 わ らせ る

べ き で はな い と考 え，万博とい う歴史杓なイ ベ ン トに

関わ っ た貴重 な経験を整理 し，そ の 詳細 を後 世 に 着実

に 伝 え て い く義務感を ス タ ッ フ
ー

同感 じて い る．それ

は ， 何が どの よ うに 企画立案 され ， 実行 に移 されたか

を今一
度，冷静に振 り返 っ て 記録 して い くこ とに他 な

らない ．以下に 記す
一
連 の 報告は，い つ 誰が将来開け

る とも分か らない 資料箱に ， 我々 が 「経験 した こ と」

を贈 り物 と し て 詰 め る作業 で あ り，い わば知見 の 「タ

イ ム ・カ プ セ ル 」 の 中身そ の もの で あ る とい え る．

図 1　 あい ち
・
お ま つ り広場

　　　　（出展 ： 万博公式 ウ ェ ブサイ ト
1）
）

図 2　 あ い ち ・お ま つ り広場 「稲 沢 市 の 日 」 の 見 取 り 図 （名古屋 文 理 大 の 出展 場所 を示 す）
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愛 ・地球 博 「稲 沢 市 の 日」 に お け る 名 占屋 文理 大 学 の 出 展 記録

2，ギ リシ ャ ・稲沢 ・コ ラボ レーシ ョ ン フ
ー ド

2．1．概要

　 「ギリシ ャ
・稲沢

・
コ ラボ レ

ー
シ ョ ン フ

ー
ド」 で は，

ギリ シ ャ の特産品 （オ リ
ーブ油 ， チ

ーズ な ど） と稲沢

（愛知） の 特産 品 （野菜 ， 米，銀杏 な ど） を使 っ た 栄

養価 ・バ ラ ン ス
4．6 ｝

の よ い 創作 料理 を紹 介 し， 来 場者

に振舞 うこ とで，ギリシ ャ の 食文化
η

を実際に体感 し

て もらい
， 稲沢 の 食材も含 めて そ の 素晴 ら し さを理解

して もらっ た．また 当日会場 内 で 創作料理 の レ シ ピ を
「

配布する とともに ス テ
ージ上 で は ， 監修者 （宮澤）自

身に よるギ リシ ャ の 食文化 と愛知
・
稲沢 の 食材 の 効用

に っ い て の講演 「ギ リ シ ャ
・稲沢

・フ ードレ ク チ ャ
ー

」

を行な っ た （図3）． レ クチ ャ
ー

（11：00・v12 ：00）で は，

食材 の 実物を示 し，ワ イ ド （16：8．5）大型 デ ィ ス プ レ

イ に は コ ラ ボ レ ーシ ョ ン フ
ー

ドや そ の 調 理 の様子 を映

し た （MS 　PowerPoint 使用，全22ペ ージ）．

図 3　 当 日の フー ドレ クチ ャ
ーの 様子

2．2．コ ラボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ドの 栄養学 的背景

　紹介 した 創作料理 で 使用 し た ， ギリシ ャ と稲沢 に関

わる食材
・
食文化 の 栄養学的な認識 な らび に背景 は以

下 の 通 りで あ り， 同様 の 内容を 「ギ リシ ャ
・
稲沢

・
フ
ー

ドレ クチ ャ
ー

」 で 紹介す る とともに リ
ー

フ レ ッ トに も

掲載 し て 当日配布 し た ．

（1）ギ リシ ャ の食材 ・食文化 の 健康 ・長寿 へ の 効用

　ギ リシ ャ は 日本同様，健康長寿 の 国 と して 有名 で あ

るが ， 地 中海 の 温暖で暮 ら しやす い 気候や 自然 ， そ し

て 何よ り栄養バ ラ ン ス の 取れ た健康効果 の 高い 食材が

数多 くある こ とが そ の 背景に あ る とい え る （表1参照）．

　巾 で もオ リ
ー

ブ油 とナ ッ ツ 類 は，生 活習慣 病や 心

臓・筋肉の 疾病を予 防する優れ た働きがあ る．オ リー

ブ油 の 主要成分 で あるオ レ イ ン 酸 は不飽和脂肪酸 で も

酸化 されにくく安定し た 脂肪酸 の
一

種 で ， 血 中 コ レ ス

テ ロ
ー

ル を減 ら し ， 特 に 善玉 コ レ ス テ ロ
ー

ル （HDL ）

の 比率を効果的 に増やす作用 が あ り，動脈硬化症や心

筋梗塞を予防す る働 きが ある．また 胃酸 の 分泌を調整

して 胃酸過多や 胃潰瘍を改善 し， 腸 の 運動を促進 して

便秘解 消 に も効果が ある．

　 ま た 地 中海地方 は 健康 に よい ナ ッ ツ 類 が 豊富 で ある

こ とで も有 名で ある．例えば，ピーナ ッ ツを茶色 の皮

ご と料理 に使 うと悪 玉 コ レ ス テ ロ
ー

ル （LDL ） を減 ら

す ポ リフ ェ ノー
ル が赤ワ イ ン に 劣らな い ほ ど含まれ て

い る ．さらに ピー
ナ ッ ツ に は マ グネ シ ウム が多く含ま

れ ， 筋肉や心筋細胞の活性化に優れて い る こ とか ら，

心筋梗塞 の 予防が期待 で きる．

　ナ ス ・トマ ト・パ プ リカなどの 野菜に は 生体 の 酸化

を抑 える抗酸化物質が含まれ て い る．成分は フ ァ イ ト

ケ ミ カル とい われ体 の 組織 の 酸化を防 ぎ動脈硬化やガ

ン を予防す る効果が認め られ て お り， ビタ ミ ン C や E

表 1　 ギ リシ ャ と稲沢市の 特産品 とその 健康効果

健 康 効 果 生 活 習 慣 病 予 防 筋 肉 ・心 臓 の 健 康

食

　
材

ギ リ シ ヤ 驫 i 塑
・ i オ ・ 纏

　 　 　 　 　 　 ：　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

ナ ッ ツ 類

チーズ

稲沢
　人 参 　　 i　　 ナ ス 　　 1　 一
ほ うれ ん 草 　 1　 　 あ ず き 　 　 　 ；　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

銀杏

有効成分

　 　 　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　　　　 l

欝 朔 ・ ・ …
一
噸 i 脳 蹴

　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

マ グ ネ シ ウ ム

カ ル シ ゥム

　 カ リ ウ ム

一127一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　 Bunri 　 University

に比べ はる か に高 い 効果があ る．こ れ らの 色つ き野菜

を 多 く使 えば，健康増進 に 対す る 期待 は 大 で あ る．ま

たナ ス の 皮 の 紫色 はア ン トシ ア ニ ン とい い ，細胞 の 老

化予防や 血 圧 の 上 昇 を抑 え る 働 き が あ る．真 っ 赤 に 熟

し た トマ トに は リ コ ペ ン とい う成分が多 く抗酸化作用

は 野菜の 中で は群を抜 い て 優れ て い る とい え る．

　こ の様に ， 加齢に伴 う健康阻害因子に ア タ ッ クする

ギリ シ ャ の 食材 とそれ を使 っ た食文化が 同 国 の 健康 ・

長寿の
一

つ の 大 きな要因とな っ て い る こ とは間違い な

い よ うに思 われる．

（2）機能性の 高い農産物の 宝庫 ， 稲沢 の食文化

　稲沢やそ の 周辺地域 に も上述 したギ リシ ャ の 食材 ・

食文化 に勝 る と も劣 らな い 特産 品が 多 く存在 して い る

（表 1参照）．小豆や人参 ， そ して 特産 米で ある 「あ い

ち の 香 り」， さ らに 全 国的 に も知 られ た 祖父江 町 （平

成 17年 に 稲沢市 に 合併） の 銀杏 など，そ の 豊か さはま

さに 尾 張食文化の 中心 に なりつ つ あ る とい っ て も過言

で は な い ．ギ リシ ャ 同様 ， これ らの食材も栄養学的 に

優れた性質を持 っ て い る とい える．

　小豆は，主 に 炭水化物 の エ ネ ル ギ
ー

源 で ある．また

ビタ ミ ン B 群が多く含まれ，効率よ くエ ネル ギ
ー

源 と

な る．そ の 赤い 色 は ア ン トシ ア ニ ン に よるも の で 抗酸

化作用 が 高く， 老化防止や高血 圧予防 の 効果 が 期待 で

き る．米 （あ い ち の 香 り） は ，日本人 の 食事 の 中 心 で

あるだ けで な く， お い しい ご飯 が 食欲増進に役立 つ こ

とは い うま で もな い．また人参や ほ うれ ん 草な どの 有

色野菜には，カ ロ テ ン が多 く含 まれ抗酸化性が期待 で

きる．ただ ， そ の 働き の 強 さに は β型 と α 型 とで 差が

ある （α 型 の 方が こ の 効果 に 優れ て い る）ため ， い ろ

い ろと混ぜ て食べ る こ とが 重要である と思われる．

　銀杏 は種実類 の
一

種 で 季節感が特徴 の 食材で ある．

祖父 江 に は 「銀杏街道」 と称 する 名所 が あり大粒 で

良質な銀 杏 が 産 出 され て い る．そ の 独特 の 苦み は ポ リ

フ ェ ノ ー
ル の

一
種で抗酸化作用があ る だ けで な く， ア

ミノ 酸組 成 に も優れ，カ リ ウ ム や マ グネ シ ウム を多 く

含ん で い る の で高血圧予防や心 筋の 働きを安定させ る

効果が期待 で きる．

　以 上 の よ うに ， ギ リシ ャ
・
稲沢 い ずれ に も栄養 学的

に非 常に優れた食材が豊富 に あ る こ とか ら，企画 当 日

は，こ うした 食材 の 優れた栄養 学的側面を で きるだ け

多 くの 人 に楽 しみ なが ら知 っ て もらお うと ， 以下 の よ

うな 健康効果 に 優れ た 美味 し い 創作料 理 「コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ド」 を宮澤監修の もと考案し た ．

　次節 で は，実際 に 当 日展示
・
配布 し た 各料理 を，そ

の 創作過程を含めて 解説
・
紹介 させ て い ただ く．

2．3．創作料理 「ギ リシ ャ
・稲沢 ・コ ラボ レ

ー
シ ョ ン フ

ー

　　 ド」 と そ の 創作 過 程

（1）企画参加 の経緯

　正 確な 日時は 不確か で は ある が ， 監修者自身が 本企

画に 正 式 に 関わ らせ て い ただ い た の は ， 稲沢市よ り本

学へ 参加要請が来て か らだ い ぶ 後の こ とで あ っ た よ う

に記憶 して い る．当初 ， 稲沢キ ャ ン パ ス に ある健康栄

養学科 を主体 とする参加 を考え て い る と聞か され て い

た の で ， 滝川学長 よ り正 式に企画立案を依頼された と

き に は，名古屋キ ャ ン パ ス の 短期大学部 に所属す る監

修者 自身に と っ て は ，正 直 ， 寝耳 に 水 で あ っ た ．時間

的 に も十分な有余が与え られ て い たわけではな く， 同

様 の 経緯で 企 画責任 者に あ た っ た 長谷 川聡助教授同

様，相当戸惑 っ た こ とだ けは記憶 に 残 っ て い る．ただ ，

参加する 企画 自体 が ，万博 とい うこ の 地方に とっ て 歴

史的 なイ ベ ン トで あ る こ とに 間違 い な く， 本学に とっ

て も，また 監修者自身を含め参加学生に とっ て も 「一

生 に 数 ある経験で は な い 」 こ とか ら ， お話をい ただ い

た当初か ら，本学 として 是非協賛すべ きで あ り，また

そ の た め に は 微力なが ら協力させ て もらうこ と に い さ

さか の 苦 も感 じな か っ た こ とだ けは確か で あ る．

（2） 「コ ラ ボ レーシ ョ ン フ
ー ド」 の 創作過程

　正式 に参加企画 の 立案 を引き受けた に して も，監修

者 自身に 当初か ら具体的な コ ラボ レ
ーシ ョ ン フ

ー
ドの

イ メ
ー

ジがあ っ たわ けで はなか っ た．学 内担 当事務 で

あ る 企画課か ら示 された本学企画全体 の 方針は，「愛

知万博で ある こ とを前提に ， ギ リ シ ャ （オ リン ピア 市）

と稲沢市 との 姉妹都市提携を記念するよ うな もの 」 と

い うこ とで あ っ た．監修者自身， 単に ギリ シ ャ 料理 と

稲沢 の郷土 料理 を決ま りき っ た レ シ ピ に則 っ て 提供す

るだ けで は ， こ うし た企画 と し て は弱すぎ る よ うに 感

じ て い た の で ， む し ろ 「ギ リシ ャ の 食形態 （調 理 法〉

を生 か し稲沢 の 地場産食材 を 使 っ た」 い わば 両 者 の よ

い とこ ろを コ ラボ レ
ー

トさせ たオ リジ ナ ル 料理 を創作

して い くこ とを主 眼 に す べ きだ と考 えた．

　創 作過程 で はで まず，愛 知 の 農 作物や ギ リ シ ャ の

食文化 ・食材 に つ い て 関連 資料やイ ン ターネ ッ トを通

じて よ り詳細 に 調べ る こ とか ら始 めた．こ の 過程 で 地

方自治体の 活性化対策で 全 国的な市町村の 合併が 進む

中，銀杏 の 産地 で 有名な祖 父 江町 が 17年度か ら新た に

稲沢市に加わる こ とが決まっ た こ とを知 っ た．こ の 銀

杏を含 め，ギ リシ ャ の 食形態 の 長所 を生 か し た稲沢 の
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食材選択やそ の 組み合わせ に苦労 し たもの の ，以下の

よ うな創作料理 を考案する に 至 っ た．

（3） 「コ ラボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ド」 の 紹 介

　知識的 に も時 閙的 に も決 して 十分 で な い 状況 で あ っ

たが，何とか 「ギリシ ャ
・稲沢・コ ラ ボ レ

ーシ ョ ン フ
ー

ド」 を創作す る こ とが で きた．以下 で は，そ の 具体的

な レ シ ピを創作過程 で の コ メ ン トも付 け加えなが ら，

紹介す る．なお，各料理 の 材料 と調理法 は，当 日 配布

し た リ
ー

フ レ ッ トの 内容に加筆 した もの で ある．

○ モ リゾ
ー ・キ ッ コ ロ 「ム サ カ」 （図4（a ））

〈使用材料 ：1人前〉ナ ス 100g， オ リ
ー

ブ油大さじ1， ミ
ー

トソ
ース 50g， ヨ

ーグル ト20g， 生 ク リーム 20g， ほ う

れん草 50g．（、晴己以外 の材料 と して は，玉ねぎ，合挽

き肉 ， 小麦粉，ケチ ャ ッ プ な ど）．

〈調理 法〉ナ ス の薄切 りをオイル で 焼き ， 鉄板に 並 べ
，

ミ
ー

トソ
ー

ス をか けて か ら ヨ
ー

グル トと生 ク リ
ー

ム を

まぜ て 上 に 乗せ ， 200℃ の オ ーブ ン で 5分間焼 く．茹で

て み じ ん切 りに して お い た ほ うれん草 を飾 っ て 仕 上 げ

る．

〈コ メ ン ト〉「ム サ カ 」 はギ リシ ャ の 家庭料理 と し て

良 く知 られたオーブン 焼き料理 で ある．現地で は ナ ス

に ミ
ー

トソ
ー

ス をかけた上 にベ シ ャ メル ソ
ー

ス をかけ

て 焼 き付 けた 物 が 主 流 で あ る が，冷 め る と味が 変わ り

やす く， 硬 くな っ て 盛 りつ けサ
ー

ビ ス も出来 に くくな

る事が創作段階で は 予測されたの で ヨ
ーグル トに代え

た．コ クを出すた め に 生 ク リーム を混ぜ ， 展示用に は

万 博 の メ イ ン
・
キ ャ ラ ク タ

ー
で ある モ リゾウ とキ ッ コ

ロ をほ うれ ん草 を使 っ て 模 し た大小 の グ ラ タ ン 皿 を使

用 し た．試食用 は 直接オーブ ン の 鉄板で焼き上 げて か

らサ
ー

ビス ス プ
ー

ン で 盛 り付けた．

○野菜た っ ぷ り 「ライ ス サ ラダ」 （図4（b））

〈使用材料 ：1入前〉 ライ ス （あ い ち の 香 り） 50g
， き ゅ

う り30g，ブ ラ ッ クオ リ
ーブ1個，フ ェ タチ

ー
ズ 20g，

カ ラ
ーピー

マ ン 30g，
レ タ ス 30g， ドレ ッ シ ン グ （オ リ

ー

ブ油 ， 塩 ， 酢 ， オ レ ガ ノ）．

〈調理 法〉 ラ イ ス は洗 っ て 水 切 り し ， チ ーズ と 混 ぜ て

お く．焼 い て 皮 をと っ た ピ
ー

マ ン，き ゅ うりを賽の 目

切 りに する．オ リ
ーブ と

一
緒 に ドレ ッ シ ン グ で 和 え，

レ タ ス を敷い た 皿 に 盛 り付 け仕上げる．

〈コ メ ン ト〉一般に，フ ェ タチ
ー

ズ はカナ ッ ペ やサ ラ

ダな どに使われ る こ とが多い が ， そ の 塩辛 さはポテ ト

や 米 に も合 うこ とに 着 目 して 考案 し た
一

品で ある．結

果的 に は ， オ リ
ー

ブ とフ ェ タ チ ーズ ， そ して 野菜た っ

ぷ りの 健康効果 の 期待で きるパ ワ
ー ・

コ ラボ レ
ーシ ョ

ン
・サラ ダが で きあが っ た． ドレ ッ シ ン グにはオ リ

ー

ブ油，オ レ ガ ノ などギ リシ ャ の 香 りを盛 り込 んだ．フ ェ

タ チ ーズ の 塩 味 が 生 か さ れ た …
品 だ っ た が ，当 日は 展

示 の み で 試食か らは省 い た．作 り置きが 出来 ず当 日 の

（a＞モ リゾ
ー ・キッ コ ロ 「ムサ カ」　 （b＞野菜た っ ぷ り 「ライス サ ラダ」　 （c）フ ェ タ チーズ入 り 「おしるこ 」

（d）ぎん なん 入 り 「ピタパ ン 」，「タラモ サ ラダ」 をはさむ （e）若鶏の ギリシ ャ 風煮込み

図 4 　ギリシ ャ
・稲沢

・
コ ラボレーシ ョ ン フ

ー
ド
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調理 施設 と時 間 の 制約 か らやむ を得な い 決断だ っ た．

○ フ ェ タ チーズ 入 り 「お し る こ 」 （図4（c））

〈使 用材 料 ：1人前 〉小 豆 こ しあん （砂 糖 入 り）20g，

水80m1，片栗粉少 々 ，フ ェ タ チ ーズ 10g，シ ナ モ ン

〈調理法〉 チ
ー

ズ は賽の 目切 り し，水 に 浸 ける．あん

に 水を加え沸騰 し た ら片栗粉で とろみを つ け，チ ーズ

を加え る．好み で シ ナ モ ン を振 り入 れる とよ り
一
層口

当た りの よ さが増す．

〈コ メ ン ト＞ L述 の 「ラ イ スサラ ダ 」 同様 ， フ ェ タ チ
ー

ズ の 塩辛 さを 生 か した料理 で ある．あ ん こ に塩 を少量

使 うと甘味が 強調 される性質を生 か し ， デザー
トと し

て，ぜ んざ い の お餅 の 代わ りに フ ェ タチ
ー

ズを浮 か せ

る イ メ ージが 湧 い た あ る 意 味ひ ら め き の 一
品 で あ る．

に お い 消 しに は シ ナ モ ン を使 っ た．最初は稲沢 の 小豆

を使 っ た 「ぜ ん ざい 」 を試 して み た が ， 丸 の まま入 う

た小 豆がか え っ て チ
ー

ズ の 存在をぼやけ させ て し ま う

の で ，汁粉 に し た．ポイ ン トは フ ェ タ チ ーズ が お餅 の

よ うに 浮か ぶ よ うに汁粉の とろみをつ ける こ とで あ っ

たが ，浮か び具合 と甘み と塩味の か らま りを よくする

た め に は ， で んぷ ん の 「とろみ濃度」 を繰 り返 し調整

する必要が あ っ た．

○ぎん なん 入 り 「ピタパ ン 」 （図4（d））

〈使用 材料 ： 1人前 〉 ドライイ
ー

ス ト0．8g （砂糖 少 々，

ぬ る ま湯 ）， 小麦粉 （強 力粉 ， 薄 力粉 ） 40g
， 水 25ml，

塩 O．08g， オ リ
ーブ油3g， 銀杏5個

く調 理 法〉小麦粉 と予 備発酵 し たイース ト ・水 ・塩 を

混ね つ し，　 一
次発酵 （40分） させ る．オ リ

ー
ブ油 とつ

ぶ し た 銀 杏 を 練 り こ み ， ま と め て 0．5cm に 仲 ば し た の

ちベ ン チ タイ ム を 15分．250
°
Cで 10分，180℃ で 15分焼

き，食する直前に オ リ
ーブ油で 黄金色 に焼き目をつ け，

タ ラ モ サ ラ ダや 野 菜サ ラ ダをは さむ．

〈コ メ ン ト〉中が 空洞 の パ ン で，ギリ シ ャ で は サ ラダ

類を中に 詰め て 食 され て い る．パ ン の 皮に あえ て 銀

杏を入れ て コ ラボ レ
ーシ ョ ン フ

ー
ドと した 一

品 で あ る

が ， 焼き 上 が りの 空洞が うま く空 か ず培焼温度な どか

な りの 試行錯誤を強 い られた．万博 当日は，味 が 変わ

り に くい タ ラ モ サ ラ ダ を 中 に 詰 め た．

○タラモ サ ラダ （ピ タ パ ン には さむ）

〈使用 材料 ：1人 前〉ジ ャ ガ イ モ 60g， タ マ ネギ （お ろ し＞

10g，明太子 8g，オ リ
ー

ブ油 　大 さじ1，レ モ ン 汁 　小

さ じ 1，
マ ヨ ネーズ 　小 さ じ1

〈調理 法〉 ジ ャ ガイ モ は皮 ご と蒸 し て 熱 い うち に 皮 を

除い て つ ぶ し，タマ ネギを混 ぜ る．明太子を ほ ぐ し ジ ャ

ガイ モ と混ぜ ，
レ モ ン 汁 ， オ リーブ油 ，

マ ヨ ネーズを

入れ て 滑 らか になるまで良 く混ぜ合わせ て 仕 上 げる．

○若鶏の ギ リ シ ャ 風煮込 み （図4（e ））

〈使 用 材 料 ：1人 前〉鶏 もも肉 （名古 屋 コ
ー

チ ン ）

100g，オ リーブ油 　大 さ じ 1，ニ ン ニ ク 少 々 ，タ マ ネ

僅 i譁 墜 L＿ ＿ 」 設置テ ン ト 懲 麟 賦 ）
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ギ50g， トマ ト60g，ズ ッ キ ー二 20g，カ ラ
ーピーマ ン （赤，

黄色 ， 緑）各 1！3個 ，
ニ ン ジ ン 20g， 塩 ・コ シ ョ ウ， ブ

イ ヨ ン 30ml，ハ
ー

ブ （オ レ ガ ノ ，パ プ リ カ ， タイ ム ），

オ リーブ4個， 銀杏4個

く調理法〉ぶ つ 切 りの 鶏 肉に塩 ・コ シ ョ ウ して ，オイ

ル で こん が り焼きあ が っ た ら取 り出す．適当に切 っ た

野菜を加 え て 炒 め，鶏肉を もど し ブイ ヨ ン を加 え，味

を調 えた あとオ リ
ーブを加え弱火 で蒸 し煮する．茹で

た銀杏を加えて 仕上げる．

〈コ メ ン ト〉本来は骨付き の 鶏 肉 に い ろい ろな ハ
ー

ブ

を絡め て 煮込 む料 理 で はある が ，当 H の 食 べ 安 さや

残菜の 処理 を考 え ， 鶏腿はあ えて骨な し を使用する と

ともに仕 上 が り時に ス
ープ が 余 り残 らない よ う工 夫 し

た．オ リ
ーブ の 代わ りに銀杏を使用 し て い る．香辛料

をふんだ んに使 っ た煮 込みに ， 名古屋 コ
ー

チ ン は実 に

よ くあ っ た とい え る．

2．4．コ ラボ レーシ ョ ン フ
ー ド準備過 程と 当 日

　創作料理 とそれを考案する に 至 っ たやや 試行錯誤的

な経緯 に つ い て は，上 述 し て きた とお りで ある．た だ

実際に は ， それをどの ような形で 調理 し ， 実際に 来場

者に 配 るか につ い て の 準備過程 の 方 に は る か に 気苦労

が耐えなか っ た．厳格な万博規定 へ の 対応 を含め ， 必

ず しも十分な準備時間を確保 で きな い など，状況は決

して 楽観で き る もの で は な か っ た．

　以下，そ うした準備 過程 につ い て も述 べ るが，こ う

した 様 々 な制約に もか か わ らず ， 結果 的 に 本企画を恙

無 く成功裡 に 終わ らせ る こ とが きたの は，ひ とえ に 本

学教職員 ス タ ッ フ と献身的 な専攻科 生 の 協力の 賜物 で

あ っ た こ とだけは確 か で ある．

（1）企画ス タ ッ フ の 組織化

　創 作料 理 に つ い て は ， 試行錯誤 の 末 ， 何 とか 基本

とな る ア イ デア をまと め る こ とが で きた．次 に しな

ければな らなか っ た の は，実 際 に そ れ を調理 し ， 当 日

配 るため の ス タ ッ フ を組織す る こ とで あ っ た．本企画

に 参 加 し て も ら っ た
一

部 の 教職 員ス タ ッ フ に は 当 初

よ り，万博参加に つ い て の 話 を して い た とは い え，正

式に 学生 ス タ ッ フ で ある専攻科生 に協力要請を した の

は 11月に な っ て か らで あ り， 大量調理 に慣れて い る こ

とか ら当初よ り主要 ス タ ッ フ と して 考 えて い た 三 浦英

雄 ， 石井貴子両教員に 至 っ て は 17年度に入 っ て か らの

正式 な要 請 とな っ た ．そ の 間 も当 口 提供す る料理 の

材料バ ラン ス や味 ， 見た 目など の 精度 を上げるべ く若

干 の 手直 しを行な っ て い か ざるを得ず ， 正 式な ス タ ッ

フ の 陣容 並 び に，よ り具 体 的な企 画 の 全 体像 が ま と

ま っ た の は年末か ら新年 に か けて で あ っ た．

（2） 当 日 ま で の 準備過程 と企画展 開の 具体化

　実際に 開催会場 を見る こ とが で きな か っ た こ とか

ら，場所 の 配置や料理 の 提供方法は会場 の 青写真な ど

書類上 の説明か らイ メ ージ しなければ ならな か っ た．

調理 の 準備，開催時間 等 に 鑑 み て，200食分 の コ ラ ボ

レ
ーシ ョ ン フ

ー
ドを無償提供する こ とを決め，詳細 な

計画手順 の 検討 に 入 っ た．

　 12月 に は ， 稲沢キ ャ ン バ ス で 稲沢ケ
ー

ブル テ レ ビが

新春放映す る特別番組 の 収録を利用 し て ， 万博当日展

示 ， 試食 して もら う料 理 を初 め て ま とめ て 試作 した．

収録 自体が長時間に 及び ， 調理 自体 も若干 の 手直 しが

必要だ っ た とはい え，学 生 ス タ ッ フ に 料理 の 手順や コ

図 6 　 コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ドの シ ョ ウケ
ー

ス 展 示 図 7 　 コ ラボ レーシ ョ ン フ ードの パ ネル 展示
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ツ を覚え て も らう良い 機会にな っ た．

　2月 に 行なわれ た稲沢 市 の 会 場下 見会 で ，未完成 で

はあるが実際 の 出展会場の 下見 をす る こ とがで きた．

本企画 に 関 して は ，会場 に 天 井 が な い こ とや 使用す る

調理室が予想以上 に狭い こ と， さらに は人 の 移動や料

理 の 配布 に 関して 課 された制約 とい う課 題が新た に加

わ っ た ．ただ調理 室 の 利用問題に つ い て は ， そ の 後

稲沢市仲介 の もと行なわれた話 し合い で ，共 同使用す

る こ とに な っ て い た 愛知文教女子短期大学責任者安藤

京子先生 の ご好意 に よ り，やや 緩和 され た．

　以後 ， 3月 20日 （目〉 の 内覧会で の 下見 で の 情報 も

併せ，会 場 の 状況 に 応 じ たサ
ー

ビ ス 方法や 当 日 の 調

理 可能範 囲 ， そ し て 人員配置 な ど現実に 近 い 形 で 計画

を綿密に シ ミュ レ
ー

シ ョ ン し ， 適宜修正を加え て い く

必 要 が あ っ た ．ま た 調 理 作業以外 に も，展示 パ ネ ル の

製作，料理 レ シ ピな ど出展当 日 に 向けた必要作業を教

職員ス タ ッ フ とともに 着実にすすめ て い っ た．そ の 間

リーフ レ ッ ト作成の た め の 写真撮影や参加当 目 の動き

を想定 し た 調 理 ，サ
ービ ス を体験するため，全員参加

で模擬作業を行 っ た．ム サカ ・銀杏入 りピタ パ ン （タ

ラモ サ ラダ 入 り）・ギ リシ ャ 風鶏肉の煮込み を使 い 捨

て の 皿 に 盛 り合わ せ る こ と， フ ェ タチ ーズ 入 り汁粉

は紙 コ ッ プに盛 っ て そ の 場 で試食 して貰 う事な どを決

め ，実際に 学生 ス タ ッ フ を配置 し て 練習 も行 い ，4月

27日 （水） の 結 団式当 日 に は ， 本番 さなが らの 予行演

習を行 っ た．

（3）前日 及 び 当 日 の 状況 と所感

　5月 20日の 出展 当 日 は，長谷川 班 同様，監修者や学

生 ス タ ッ フ を含め た本隊 （早朝6：30本学稲沢 キ ャ ン パ

ス 集合，7：00発 バ ス に 同乗） と前 日下調理 した料理 を

運ぶ 三 浦 ， 石井両教員 をは じめ とする 「業務係 」 との

一班 に 分かれ て の 会場入 りとな っ た．

　シ ョ ウケ
ー

ス で の 料 理 展示 （図6）や パ ネ ル 設置 （合

計6枚 ， 図7に 2枚が見える） も実に 手際 よ く教 職員 ・

学 生 ス タ ッ フ と もに こ な し て くれ た ．配布予定の 各料

理 （図8）を エ リア毎 （図5参照） に 置き，それ ぞれ学

生 ス タ ッ フ をサービ ス 係 に 配置 し ， お客が紙皿 を持 っ

て 移動 しなが ら盛りつ けサ ービ ス を行 う形 で 実施 し た

（図 9）．試食 自体 は 11時 か ら3回 に分けて 行 っ た．各回

とも十数分で準備数 の 人が列 を作 り， 用 意 し た 200食

は瞬 く間に試食 され て い っ た （図 10）．実際に試 食し

て い ただい た来場者か ら聞 か れた 「お い しい 」 とい う

一
言
一

言 に うれ し さと 「満足感 」，そ して ある種 の 「達

成感 」 をス タ ッ フ
ー

同感 じ て い た に 違 い な い ．結 論 と

して い えば．当初あ っ た集客数 の 心配 も飛ん で 大盛況

の うちに 終わ り，それ ま で の 苦労や努力すべ て が 報 わ

れた ある種 の 恍 惚感，達成感 とともに 心地 よい 脱力感

が未だ に 忘れ られな い ．

　 （コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ド企画監修者 宮 澤節子 記）

図 8　会場調理室での 準備の様子

図 9　 コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ドの 配布 図 10　会場 で 試食 する来場者 の 様子
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3．ギ リシ ャ ・イ メ
ージ ング ・フ ォ トギ ャ ラ リ

ー

3．1．概要

　ギ リシ ャ
・
イ メ

ー
ジ ン グ

・
フ ォ トギャ ラ リ

ーで は ，

ブ ル
ー

ス ク リ
ー

ン の 前に 立 つ だ けで ， リア ル タイ ム の

ク ロ マ キ
ー合成 によ っ て あ た か もギ リシ ャ旅行に行 っ

た か の よ うな映像を来場者に体験 し て もらい ，合成映

像をキ ャ プチ ャ し て キーホ ル ダ ーやシ
ー

ル に 加工 し て

記念 に 持 ち帰 っ て も らっ た （図 11参 照）．また，あ ら

か じめ作成 し た立体映像 を上 映 して 稲沢市の 「は だ か

祭 」 の様子や 「稲沢市 と名古屋文理大学 」 を紹介 した．

　図12に 会場 で の 機器配置 を示す．フ ォ トギ ャ ラ リ
ー

会場は ， 利用 可能域12．8m × 6．2m の 屋外 で あ る，4間

× 2間 （7．ユ4mX3 ．57m ）の 移 動テ ン ト1張 を借用 し た他，

名古屋文理 大学か ら2間 × 1．5間の大学名入 りテ ン ト2

張 を持参 し て 使用 し た．必 要な電源 は，ス テ
ージ裏か

ら2本 の ケ
ーブル を引き UPS （無停電電源装置）3台

を用 い て 供給 した．図13に 会場 で の 設営 の 様 子を示す．

　以下 に ク ロ マ キ
ー合成 と立体映像 の 詳細 を記す．

爨リシやイメージング・7オトギヤラリー

蠶

離

癖〉

簿 鷺 編誼 っ麟響轡

3．2．ク ロ マ キ
ー

合成

　ク ロ マ キ ー （ch エoma −key） とは ，色をキーに し て 画

面上 の領域 を抽 出す る技術 で ある．抽 出領域 を別 の 画

顧 撫霾 ．

・… 一 一 嘱 鑾飆1翻 鑼 一 …

図 11　当 日 会場に 展 示 したパ ネ ル の 1 枚

像で置き換え る ク ロ マ キ
ー

合成は ， 映画の特殊効果や

テ レ ビ の 天 気予報 で キ ャ ス タ
ー

の 背景に天気 図を合成

する場合等に使われて い る．海外で は リゾート地 の ア

トラク シ ョ ン に も使 われ て い る （2005年7月現 在米 国

ラス ベ ガ ス で は，空飛ぶ じ ゅ うたん の 上 で 演技すれば

ラ ス ベ ガ ス 上空 を飛び 同る合成映像が体験で きるア ト

ラク シ ョ ン が 人気 で あ っ た ）．愛知万博 で は，多 くの

映像展示
s’10〕

の 中， ドイツ館で は 来場者の 姿に ドイツ

の 風景 をク ロ マ キ
ー

合成 して い た．ク ロ マ キ
ー

の 背景

↑

通
路

幅
m

臣）

↓
至
襾

門

盡

　

　

L。
＿ 一 ＿ ＿

｛ ト ＿ ＿ ＿ ＿ □＿ ＿ ＿ ＿
、｝

＿ ⊥ ＿

i　　　　　　　　 ← 回廊 ← 賭 醜 ） →

：

　　　　　　　　 図 12 ギ リシ ャ
・
イ メ ージ ン グ ・

フ ォ トギャ ラ リ
ー

配置図
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図13　当 日 の準備 ・設営 の 様子

谿…
彝

懇隅

　
図 15　ブル ース ク リーン 前 で の 撮影 の様子

図14　ク ロ マ キ
ー

合成 シス テム の構成 （主要部） 図 16　配 布グ ッ ズ （a）キーホ ル ダー（b）シー
ル

には肌色 の 補色 に 近 い 青や緑が 使われ る こ とが多 い ．

　今回 ， ギ リシ ャ
・イ メージ ン グ ・

フ ォ トギャ ラ リー

の 主 要部 に ク ロ マ キ
ー

合成 シ ス テ ム を配 し ， 来場者に

ギリ シ ャ旅行をイ メ ージ体験 し て もらう企画 とし た．

　 図 14に 今 回 の ク ロ マ キ
ー

合成 シ ス テ ム の 構成 を示

す．ブ ル
ース ク リ

ーン （幅3．5m ， 電動巻取 り式移動

ス タ ン ド），ス トロ ボ 照 明 2器 と ビ デオ カ メ ラ （SONY

DCR −VX2000）で撮影ス タ ジ オ （図 15）を構成 し， あ

らか じ め 編集 し たギ リシ ャ の 風景映像 を DVD プ レ
ー

ヤ （Panasonic　NV −VP32） で 再 生 し，映 像 合 成 装 置

（Roland　V−4）で 来場者 の 姿 を リア ル タイ ム 合成 した．

　合成映像は，20V 型液品 ワ イ ドテ レ ビ モ ニ タ （円立

W20 −LC3000 ，　 WXGA 　1280 × 768画 素 ， 黒 挿入 駆 動 に

よ る 高 い 動 画表 示 性能 が 特徴） で 表示 し て ブ ル
ー

ス ク

リ
ー

ン の 前の来場者が合成映像を見なが ら15箇所 の撮

影 ポイ ン トの 1つ に タイ ミ ン グ をあわ せ て ポ
ーズ を と

れ る よ うに し た．80型 ス ク リ
ー

ン （幅1．625m） に も

モ ニ タ と同 じ合成映像を高輝 度プ ロ ジ ェ ク タで 投影 し

て
， 他 の 来場者か らは 撮影の 様子 と合成映像を同時に

見 られるよ うに した （図 12・
図 15参照）．

　合成映像 は ノ
ー

トPC で もモ ニ タ し ， 撮影ポイ ン ト

で 静止 画像 をキ ャ プ チ ャ （フ リ
ー

ウ ェ ア Area6ユを利

用 ） し，ネ ッ ト ワ ーク を 介 し て ，加 工 ・プ リ ン ト用

PC に送 っ た．画像 は ， あ らか じめキ
ー

ホ ル ダ
ー

用 と

シ
ー

ル 用 に そ れぞれ カ ス タ マ イ ズ し た画像処 理 （Adobe

Photoshopの ドロ ッ プ レ ッ トに よる） を施 し，それ ぞ

れ の プ リン タで カ ラ ー印刷 した．キーホ ル ダーは ，A6

サイズ に して 裏 に ロ ゴ を印刷 し て お い たイ ン クジ ェ ッ

ト用 プ ラ 板に 染料イ ン ク で 印刷 し ， オ ーブ ン で 加熱

し て 約 1／6サイ ズ に 縮 め，チ ェ
ー

ン をつ け て 作成 し た．

シ ー
ル は あ らか じ め ロ ゴ を印刷 し た A4全 面シ ー

ル に

合成画像を顔料イ ン クで 4枚 印刷 し た （図16）．
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　合成の背景に用い たギ リシ ャ の映像は ，プライ ベ ー

トな旅行の 映像や稲沢市に よる姉妹都市オ リン ピ ア で

の 式典参加 の 記 録映像 を編 集 して 作成 した．（世界遺

産 を有する ギ リシ ャ の 映像 は テ レ ビ番組や DVD で 放

送 ・販売され て い るが ， 万博の イベ ン トで の 使用許可

が困難 で あ っ た．）オ リン ピア 遺跡 ス タデ ィ オ ン 入 「1 ・

アク ロ ポ リス の 丘 の パ ル テ ノ ン 神殿
・エ ギナ 島ア フ ェ

ア 神殿 ・イ ドラ 島 の 町並 み な ど （約 5分，撮影 ポイ ン

ト15箇所）をノ ン リニ ア編集 し， 撮影ポイ ン トの 3秒

前 か らカ ウ ン トナ ン バ
ー

を映 像 の 右上 に 表示 して タイ

（a ）左 目画像 （左）と右 目画像 （右）の視差画像

（b）左右像を短冊状に して交彑 に表示

（c）バ リア に よ り右 目像の み を右 目に 見せ る．

　 同様に ， 左 目には左 目像の みを見せ る．

図17　パ ラ ラ ッ クス バ リ ア 方式立体像 の 原理

ミ ン グが分か る よ うに し た．

3．3．立体映像

　立体映像
11’13）

と万博の 関係は 深 く ， 1900年の パ リ 万

博で ア ナグ リフ 式 （赤青 メ ガネ式） に よ っ て 立体映像

が 最初 に 公開 された の をは じ め1970年 の 大阪万博 で も

レ ン チ キ ュ ラ式 の 立体映像が 上 映され た
m
．愛知万博

で は常設館だ けで も，JR東海 超伝 導 リニ ア 館 の 3D シ

ァ タ
ー

， 夢見る 山の NGK ウォ
ー

タ
ー

ラボ，
バ イオ ラ

ン グ内 の 水 と緑 の パ ビ リオ ン，そ し て，NEDO パ ビ

リオ ン が 偏 光式 メ ガ ネに よ る 立 体映像 を 上 映 し，日

立 グル
ー

プ館 の ア ドベ ン チ ャ
ー

ス コ
ー

プ に よる立体視

CG とジ オ ラマ の 複合現実感 ， 韓 国館 の 立体 ア ニ メ
ー

シ ョ ン Tree　Robo， も同様の 方式の 立体視を利用 し た

もの で あ っ た．さらに 長 久手 日本館 で は，全天球 型映

像 「地球の部屋 」 の 入 口 手前に 180イ ン チ モ ニ タ 「ジ

オ ス ペ ース 」 に よる裸眼立体視映像が上映され た
1．1（））

．

　今回 ， イ メージ ン グ
・

フ ォ トギ ャ ラ リ
ーで は ，

パ ラ

ラ ッ ク ス バ リア 方式 （視差 障壁式）（図17に 原理を示 す）

の 液 晶立体 デ ィ ス プ レ イ を用 い ， 特 殊な メガネ な し

で 見 られ る 裸 眼 立体映像 を H映 した．映像 は ，家庭 用

デ ジ タ ル ビ デ オ カ メラ （Panasonic　NV −C2） に立体撮

影用 の ア ダプ タ （  レ ッ ツ コ
ー

ポ レ
ー

シ ョ ン Nu 　View

ア ダプ タ N −101） を装着 し て，学生が撮影 ・編集 し た

もの で ある （図18参照）．

　撮影時は，立体撮影用 ア ダプタ に よ り，1／30秒 の ビ

デオ撮影 レ
ー トと同期 し て液晶シ ャ ッ タ をユ！60秒毎に

切 り替え て 左 右画像 を ］フ レ
ー

ム の 奇数 フ ィ
ー

ル ドと

偶数 フ ィ
ー

ル ドの 走査線に分けて 記録 する．撮影 し た

映像 は ，パ ソ コ ン で ノ ン リニ ア 編集 （Adobe 　Premiere

使用 ） した後 ， 立 体映像 編 集ソ フ ト （  レ ッ ツ コ ー

ポ レ
ー

シ ョ ン StereoEdit） を用 い て 左右画像 を 分割 し

再び汎用編集 ソ フ ト （Adobe　Prenliere） で サイ ドバ イ

（a）稲沢市平和町 の桜祭 り （b）短期大学部で の コ ラ ボ レーシ ョ ン フード試作

　　　 　 図18　立体映像 の 撮影 の 様子

（c）国府宮神社は だ か 祭
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サイ ド形式 の AVIデ ジ タル 映像データ とし た． こ れ

を，パ ラ ラ ッ クス バ リア 方式 の 15型 立体 液晶画面 を も

つ ノ
ー

ト PC （SHARP 　PC −AL3DH ， 2005年3月25日発

売 ）お よ び 同 様 の 15型 立体デ ィ ス プ レ イ （SHARP 　LL−

151D　XGA （1024　x 　768dot））を用 い て ， ビ ュ
ー

ワ ソ フ

ト （SHARP 　3D ス ク リ
ー

ン セ
ーバ ー

）で 立体表示 した．

　立体映橡 の コ ン テ ン ツ は，当 口ま で に2種類作成 し

た．ひ とつ は2005年2月 21日 の 稲沢市国府 宮神社はだ

か 祭 の 様子 を上 映す る 「立体映像 で み る は だ か 祭 」 （全

／9シーン，2分 40秒）で ある．もうひ とつ は，「立体映

像 で みる稲沢市 」 （全 20シ
ー

ン ，3分 30秒） で ，内容は．

稲沢市の 名所 （稲沢植木祭 り
・稲沢桜まつ り ・平和町

桜祭 り ・祖 父 江 町 こ い の ぼ り大遊泳会 ・荻須記念美術

館 と稲沢公園周辺
・
矢合観音

・
稲沢市内を走る名鉄電

車）， お よび ， 名古屋 文 理 大学 と万 博 出展企画 （入 学

式 に お けるイメ
ー

ジ ン グ
・

フ ォ トギ ャ ラ リ
ー

の 予行演

習
・学内桜並 木 と滝川嘉彦理事長 ・短期大学部 で の コ

ラ ボ レ
ー

シ ョ ン フ
ー

ド試作 と試食
・
短大構 内） と多岐

に わた る．撮影 し た映像の 中か ら， 立体視 し やす く コ

ン セ プ トに あ っ た 場面を選定 し て 編集 し，映像 に合わ

せ て シ ナ リオ を作成 し音声合成 （富上通 お し ゃ べ り

ノ
ー

トVezl ．2） によ るナ レ
ー

シ ョ ン を つ け た．　 BGM

に は本学情報文化学部の学生 が パ ソ コ ン 上 で 作曲 した

コ ン ピ ュ
ー

タ ミ ュ
ー

ジ ッ ク を用 い た．

　図 19に ， 当口の 立体映像上 映の 様子 を示 す．図 20は ，

実際 に 立体視 で きる自作 の 模型 を用 い て 立体視 の 原理

（図17）を来場者に説明 して い る とこ ろ で ある．

3．4．サイネ
ージ シ ス テム とパ ネル に よる展示

　 Y 日 は ， デ ジタル サイネ
ー

ジ シ ス テ ム の 縦型デ ィ ス

プ レ イ （日立 42イ ン チ ブ ラズ マ ）を会場 の 入 口 付 近 （図

12参照） に置い て ， あ らか じ め プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ

フ ト （MS 　PowerPoint） で 作成 した計 10ペ ージ の 図表

で 名吉屋文理 大学 の 2っ の イ ベ ン トを紹介 し ギ リ シ ャ

と稲沢市の 関係などを説 明 し た他，合成音声 に よるイ

ベ ン ト内容の 紹介も CD ラジカ セ で流 し た．

　 また，BOサイ ズ の ポ ス タ
ー

をブ ル
ー

ス ク リ
ー

ン の

裏面 （通路側）な どに貼 っ た 他 ，
パ ネル 15枚 （B1が

13枚 B2が 2枚）を，準備 した ッ イ タテや机 の 側面 に掲

示 した．い ずれ も本学の プ リン トエ 房で ス タ ッ フ が 白

作 した もの で ある．ポ ス タ
ー

は 「名古屋文理 大学 の 2

つ の 出 展 企画 」，
パ ネル の 内容は ，

「ギ リ シ ャ
・イ メー

ジ ン グ・フ ォ トギ ャ ラ リ
ー

」（図11＞，英文 パ ネ ル 「Greece

Imaging　Photo　Gallery」 の 他 ， 立 体映像 の し くみや 内

容を解説 した も の 4種 ， ク ロ マ キ
ー

合成 の しくみや無

料 グ ッ ズ の お知 らせ を内容 とする もの 3種，さ らに ，

合成された背景の ギリシ ャ の地名が分か る 「ギ リシ ャ

図 19　当 日の 立体映像上 映の 様子

図 20　立体映像 の 原理 を模型 で 説明

図21　 立 体映像 か らク ロ マ キ ー
撮影 の 受付 へ

一136一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　 Bunri 　 University

愛
・
地 球 博 「稲沢市 の R 」 に お ける 名古屋 文 理 大 学 の 出展記 録

の 名所 」， そ して 稲沢市 とオ リン ピア 市 との 友好 関係

を解説 した 「ギリ シ ャ と稲 沢市」 な ど で ある．

3．5．イ ベ ン トの 準備 と実施 当 目の 反応

　イ メ
ージ ン グ ・フ ォ トギ ャ ラ リ

ー
の 構想は2004年

1／月頃に ほ ぼ固ま り， 年始の稲沢ケーブル テ レ ビの放

送 に あわ せ て 年末 に はデモ 機に よるク ロ マ キ ー合成 と

キーホ ル ダ
ー

の 試作を行 っ た．しか し ， 屋外 の 限られ

た場所 で，しか も来場者数等 の 予測が 困難な状況 で の

準備に は 労力を要し た．学生 ス タ ッ フ 17人 と教職員ス

タ ッ フ 3人が確定 し た の も2月末 頃で あ り，各種申請手

続 きや映像等 の 準備 は連 日の 自転車操業で あ っ た ．

　映像素材の 入 手 ・立体映像の撮影 ・編集 ・．E映方法

の 検討 ・デ コ レ
ー

シ ョ ン の 制作な どを ， 必要機材をそ

ろ えなが ら進め た ．本学マ ル チ メディ ア 工 房内に本番

と同 じ領域を確 保 し て 机 を並 べ ，連 日 グ ッ ズ作成 の シ

ミ ュ レ
ーシ ョ ン や映像作品 の 準備 を行 っ た．同時に ，

屋外 で の 機器使用 の 実験等 も行 っ た．ほ ぼ機材が そ ろ

い ， 予定内容が実施 可能に な っ た の は 4月 で あ っ た ．

　 4月 7R 入 学式 に あわせ て 予 行演 習を行 う こ とに し

た．新 入 生 と父兄 らを来 場 者に見 立 て て 協力 して も

ら っ た．教職員や来賓の 方 々 に も本企画 をは じ め て 実

際 に 見 て 体験 して もら うとともに，ス タ ッ フ に とっ て

は実行可能性や 問題点の検証の 意味が あ っ た．本番を

想定 して 前 口 か ら機材 の 解体 を行 い ，予行演習 当 日 の

朝か らテ ン トを組み立 て た．あい に く雨天 とな り機材

ご と実施場所 を屋根 の
1
ドに 移動 したが，本番 で は た と

え悪天候 で も凌 ぐ術はテ ン トしか な い ．予行演習 で は ，

来場者や関係者 か ら有益な指摘 を数多 くい ただき ， 学

生 自らも接客や対応を考えねばな らない こ と，機器 の

トラブ ル へ の 対処や来場者 の 手荷物 の 扱 い な ど，考慮

すべ き問題 点が 山積 して い る こ とに気付 い た．

　予 行演習 を踏 ま え て，ク ロ マ キ
ー

合成 の 背景 映像

を編 集 し な お し て 撮影 ポイ ン トの カ ウ ン トを挿入 し

た り， ギリシ ャ の 地 名やイベ ン トの 趣 旨が分か る よ う

前述 の パ ネ ル や 各種案 内掲示 を作成 した りとい っ た準

備を進 め ， 当 日 の役割分担や 受け付け ・誘導 ・撮影 ・

グ ッ ズ作成 ・引換券 に よる引渡 しな ど の 練習を し て は

マ ニ ュ アル を修正 した．立体映像 は ， 5月に入 っ て も
一

方 で 撮影 を続 け， 何度 もシ ナ リオを書き直 し なが ら，

最終的に編集が 終わ っ た の は ， 本番 の 前口で あ っ た．

　学生
・
教職員 ス タ ッ フ とも新学期 の 授業な どに 追わ

れ る うちに ， あわ ただ し く本番を迎え る こ ととな っ た．

前日か ら機材を梱包
・搬出 し ， 当日は 未明 か ら会場 に

図22　 ク ロ マ キ
ー

撮影 の 受付 の 様 子

図 23　プラ板の 加 工 とグッ ズ の 引渡 し

向 っ た業務係が早朝か らテ ン トを張 り， ま もな く到着

した本隊 とともに設 営を した （図 13）．5月20日 （金〉

当 日 は，幸 い 快晴 で 風 もな く絶好 の 1 日 とな っ た．

　 グ ッ ズは，キ
ー

ホル ダ
ー

とシ
ー

ル を30分交代 で 各回

20セ ッ ト （1時 間で 計40セ ッ ト），10：00〜16：00の 6時

間 に240セ ッ トを予 定 し た．ギ リシ ャ と稲沢に ちなん

だ企画は，来場者に も理 解され，グ ッ ズ 配布 には多 く

の 方が集 ま っ て くれた．子供 か らお年寄 り， 外国人や

万博協会関係者まで ， 予 想以上 に多 くの 方に来て い た

だ き，コ ラ ボ レ ーシ ョ ン フー ド同 様 に，大盛況 で あ っ

た （図 19〜23）．予 定 を延 長 し，配 布 グ ッ ズ （図 16）

は 予備 の 分 も含め 全260セ ッ ト分 の 材料が すべ て な く

な るまで 続 けた．ス タ ッ フ は交代制 に よ り休 まず作業

したが作成でき る数 に 限 りがあ り，来場者を待たせた

り要望 に 応 えられな い こ ともあ っ たが ， 多 くが，学 生

ス タ ッ フ らの 説明 に 耳を傾け，稲沢市やギ リシ ャ ，名
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古屋 文理大学や映像技術に関する話題で 交流の 輪も広

が っ た．中に は，何度 も足 を運 ん で くれる来場者もあ

り， 手作 りの イベ ン トに対 して 多 くの 方か ら好意的な

反応を得 る こ とが で きた．

　今同ク ロ マ キ
ー合成 の た めに編集 した背景映像や ，

上映し た立体映像 は ， 学生作品で あ り， 構成 やカ メ ラ

ワ
ー

クの 点 で は素人 の 域 を出な い もの の ，特 殊効果映

像や立体映像が個人で も撮影 ・鑑賞で きる時代 の 到来

を実感 で きる点 で 興味 と好感を持 っ て も らえた と思わ

れ る．万博会場に多 くの展示 が ある中で ，手作りの 屋

外イ ベ ン トと し て，映像 の 制作 に あた っ た学生 ス タ ッ

フ 自らが ， 稲沢市 とギリ シ ャ を コ ン セ プ トと した理 由，

映像 の 合成 や立体視 の し くみ ，立体映像 の 撮 影方法 の

実際などに つ い て ，
パ ネル （図 11）や模型 （図20）を使 っ

て 個別 に 口 頭 で 説 明 した点 は ，他 の 大規模 な常設 パ ビ

リオ ン とは異なる特徴 とな っ た．こ の イベ ン トによ っ

て ，子供か ら大 人まで 多 くの 来場者 に ，情報 技術 と自

然 の 叡智 （人間が進化 の 過程 で獲得 した立体 認知機構

の 巧妙さ， ギ リシ ャ と稲沢市の 風土 と歴 史な ど） に興

味を持 っ て もらえた も の と確信 して い る．

　　　　 （フ ォ トギ ャ ラ リー企画監修者 長谷川聡 記）

4．おわ りに

　以 上，報告 され た よ うに 宮澤，長谷 川 両班長 を は

じ め とする 万博プ ロ ジ ェ ク ト
・

ス タ ッ フ の 奮闘努力は

本 参加 企画成功 の 最大 の 要因 で あ っ た こ とは間違 い な

い ，教職員 ， 学生 ス タ ッ フ とも実に よく働 い て くれた

と感 じて い る．授業
・
校務 と並行 して 行なわれ る作業

は，深夜に及ぶ こ とす らあ っ た．

　ただ 上述 の 報告 で は 必ず し も明 らか で はな か っ た

が ，伊藤道 治事務局長 を頭 とす る 「統括班 」 も随所 で

重 要な役割を果た して きた こ とも是非記録 し て お くべ

きだ と考 える．今回 の よ うに 学科，キ ャ ン パ ス を超 え

た学園企画を運営 して い く上 で ， 本企画が採用 した教

員，事務，学生 か らな る 「プ ロ ジ ェ ク ト・チ ー
ム 」 方

式は 実に有効に機能 した とい え る．団長 で あ る伊藤局

長 の 全体統括的 な立場 か らの 的確な調整 は，予算執行

や人 員動員 と い う点で 企画事務全体をきわ め て 円滑 に

した し，リ
ー

フ レ ッ ト作成や来場者サ
ービ ス に関す る

レ ク チ ャ
ーなど に お ける滝川桂子助教授の働き は ， 両

企画担 当者 の 時間的制約を補完するだ けで な く，企画

全 体 の 十 全性 を 確保す る もの で あ っ た．鈴木敏 則 事務

部 長か らは広報 的な視点 で の ア ドバ イ ス だ けで な く，

学事 ， 広報両面 で の 資材的 な ご 配慮を い た だ い た ．ま

たプ ロ ジ ェ ク ト以外の 学内支援も重要で あ っ た．特 に ，

マ ル チ メ デ ィ ア 工 房機器 の 整備や ユ ニ フ ォ
ー

ム 作 りな

ど滝川 嘉彦学長 に は 相当無理 を聞 い て い ただい た し ，

快 く人員，資材 の 動員を許可 し て くれた各部署長 に は

こ の 場 を借 りて 謝意を表 した い ，

　学外的 に は参加要請以来，一
貫 し て プ ロ ジ ェ ク トを

支援 して い ただ い た主催者 で ある服部市長 をは じめ と

する稲沢市職員の 皆さん の ご協力 とご理解に 感謝 し て

い る．特 に，後発参加団体 で あ っ た 本学 へ の 待遇面な

らび に 予算的配慮 は ， 本企画 そ の もの の あ り方を大き

く変 えるもの で あ っ た，中で も本催事窓 冂 で あ っ た商

工 課の 木全勝己 課長 ， 魚住房夫課長 ， 古川 正 美主幹 ，

林利彦主事 に は，本 学企画実現 に 向けて の 時 と して 万

博主催者側 との ギ リギリの 調整をお願い する場面が 何

度 もあ っ た．こ の 場を借 りて 改 め て 感謝 申 し上げた い ．

また ギ リシ ャ との 国際親善 とい う視点で 応援い ただ い

た 中島敏雄次長をは じめ とす る市長公室 の 皆 さんに も

感謝 した い ．催事多忙 に関わ らず本学企画ブ
ー

ス へ の

市長 訪問やギ リシ ャ 関連 資料の ご提供な ど人的 ， 物 的

な ご 支援を い た だ い た．また ，  レ ッ ッ コ
ー

ポ レ
ーシ ョ

ン の 坂口裕介 ， 原田博文 （名古屋文理大学情報文化学

部 H16年卒業） の 両氏 に は，立体映像 の 撮影
・
編集 に

関 して 適切な ア ドバ イ ス をい ただ い た．こ こ に ， 本企

画 を支 えて い ただ い た関係各氏 に改め て 御礼申 し 上 げ

る次第で あ る ．

　　 　　 　　 　 （統括班 　渉外担 当　 須藤裕 之　記 ）
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　　習 」，学建書院，（2005）

5 ）長野美佐緒 ， 大野知子 ， 宮澤節子 ： 「新編調理 学 」，

　　学建書院，（1992＞

6 ）宮澤節子 ： 「ひ と目で わ か る カ ロ リーブ ッ ク〜家

　　庭食編〜
」，同文書院，（2004）

7 ）藤田 雄 三 編 ： 『世界 の 食 べ も の 　週 刊 朝 日 百 科 』，

　　朝 目新 聞社 （1981）

8 ）特 集 「愛 ・地 球博 」 に お け る 最新 映 像技術 ， 映
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愛 ・地 球 博 「稲 沢 市 の 円」 に お け る 名 古屋 文 理 大 学 の 出 展 記録

　　像情報 メ デ ィ ア 学 会 誌 ， Vol．59，　No．4，　pp．495−525

　　（2005）

9）山円敏郎 ， 坂口 正 道 ， 北村喜文 ： VR 技術 レ ポート

　　愛 ・地球博 ， 口本 バ ー
チ ャ ル リァ リテ ィ 学会誌 ，

　　Vol．10
，
　No．2，　pp．114−119（2005）

10）特別企 画 「愛 ・地 球 博取材 報告 」，三次元 映像 の

　　フ ォ
ーラ ム 第72回研究会，3D 映像，　VoL19，

　No．2
，

　　pp．9−75 （2005）

ユ1）河合隆史，田 中見和 著，井上哲理 監修 ： 「立 体映

　　像 表現 」， カ ッ トシ ス テ ム，（2003）

12）長谷川聡 ， 大森正 子 ， 他 ： VDT ．Eの 立体映像 へ

　　の 水晶体 の 焦点調節，口本 バ ー
チ ャ ル リア リテ ィ

　　学会第9回大会 ， （2004）

13）長谷川聡 ， 藤掛和広 ， 他 ：立体画像 へ の 水晶体焦

　　点 と輻輳 の 調節 一自然な立 体視 の 実現 の た め に

　　一
， 日 本人 間 ⊥ 学 会東 海 支部研 究大会，pp．34−35

　　（2005）

＝ 追加報告＝

愛
・地 球博公 式認定事 業 「余 暇 の 共遊 ・共動 ・共 鳴」

へ の ス タ ッ フ 参加 を して

（1）概要

　2005年5月20日，
「愛 ・地球博」 公 式認定事業　「余

暇 の 共遊 ・共 動 ・共 鳴 」 に 本 学 ， 短 期大学 部生 活科

学科生活福祉専攻2年45名 ， 介護福祉学科1年42名 ， 合

計87名の 学生が ボラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ として 参加 を し

た ．こ の 市民参加プ ロ グ ラム は
’
e 愛知万博瀬戸会場

内海上広場で 開催された も の で ， そ の 目的は障害 の 有

無 に 関係な く，さまざまな世代 の 市民 が ス テ
ージ 上 で

歌や 踊 り ， そ し て，ニ ュ
ース ポー

ッ の 紹 介な ど各 種 パ

フ ォ
ー

マ ン ス を披露す る とい うもの で あ っ た．当 日は

22の 福祉団体 と友好団体に よ る発表が あ り， 参加 人数

は総勢 6 0名 を超 え る大 イベ ン トで あ っ た．以下，当

口行われた発表内容に つ い て 紹介をす る．

（2） 当 日 の 状況

　は じ め に愛知教育大学付属 養護学校高等 部 に よる

「み ん な で 歌 お う踊 ろ う」 で は タ ン バ リン をたた きな

が ら笑 顔
一杯で の 歌や 踊 り の 発表が あ っ た．ま た，

ニ ュ
ース ポ

ー
ツ で あ る障害者ボ ッ チ ャ 全 日本大会 4位

の 選 手 によ るデ モ ン ス トレ
ーシ ョ ン ， 知的 障害者厚

生施設 の 方 に よるハ ン ドベ ル ，安城福祉 専修学校 の 学

生 に よる手話 ダン ス ， ボラ ン テ ィ ア団体に よる詩吟や

剣詩舞 ，心 身障害福祉 セ ン タ
ー

の 方 に よ る ア イデ ア C

体創 ， お笑 い 団体 に よる漫 才 ， 主 催団体で あ る NPO

法人 「けん こ うのわ　碧の木」 友の 会に よ る遊布 の 舞，

そ し て ，
フ ィ ナ ーレ は 本学2年生 に よる 「み ん な で 踊

ろ う　 マ ツ ケ ン サ ン バ H 」 な どが繰 り広 げ られた．こ

の 日 ， 瀬戸会場に は た くさん の笑顔があふれ ， 感嘆の

拍手，共 感 の 歓声や微笑み，そ し て 感動 の 涙が あ っ た．

（3）本学学生 の 具体的 業務

　以上 の イ ベ ン トに お い て 本学学生 は運営 ス タ ッ フ と

し て 以下 の よ うな業務 を担当 し た．  司会進行係 …海

上広場 にて プ ロ グラム の 進行，総責任者 との 連絡． 

本部係…参加 者 ，

一
般見学者の 受付 ， プ ロ グラ ム の 配

布，広報活動．  座席係
…

参加者 ・一般見学者 の 安全

面を配慮し なが ら座席 へ の 誘導．  誘導係…参加者を

座席か ら舞台横 ， 入退場 冂や更衣室 へ 誘導．  入 退場

係…参加者の 舞台入 退場に 際し て の 指示．  ゲー
ト係

・
瀬戸会場入場ゲ

ー
トに て 参加者 の 到着状況な どの 確

認．レ ク ・フ レ ン ドへ の 連絡   ブース係…
ニ ュ

ー
ス

ポ ーツ体験 コ
ー

ナ
ー

ブ
ー

ス のサポート．  レ ク ・
フ レ

ン ド
…福祉団体 と行動を共に行 い 交 流を深め る．ゲ

ー

トへ の 出迎え か ら演技終 了 ま で 付 き添 う．

（4）本学学生 ス タ ッ フ 参加の 目的 と教育効果

　今回 の 同 企画 へ の 参加 の 目的 と し て は ， お よ そ以下

の 教育効果な らび に 本学 として の メ リ ッ トを企図し て

の こ とで あ っ た．  身体障害者，知的障害者 との 交流

を行 うこ とに よ り，福祉 に 関 し て の 意識 を高め る こ と．

  レ ク リエ ーシ ョ ン
・イ ン ス トラ ク タ ー資格取得の た

め の 指導参加 として
， 福祉 レ ク リエ

ー
シ ョ ン お よび資

格取得に対 して の意識を向上 させ る こ と．  学 生 の 立

場 とし て 余 暇 に 関す る発表を行 うこ と に よ り， 本学 の

教育内容や学科 認知度を対外的 にア ピー
ル する こ と．

　 実際 に 企画参 加後提 出 し て もらっ た学生 の レ ポー ト

か らも， 今回 の ス タ ッ フ 参加 の 教育的効果は十分あ っ

た もの と 推察 され る．学 生 に と っ て ，愛知 万 博と い う

大 きな舞台で の 経験 は，学生生活 の 良き思 い 出 とな っ

ただ けで な く，将来，介護福祉 k と して 働 く上 で 大き

な力 となる こ とは間違 い な い ．

　 最後 に、本 学 の 同催事参加 をお 誘 い い ただ い た

NPO 法 人 「け ん こ うの わ 　碧 の 木」 代表 ・有本征世

氏 （碧南市レ ク リエ
ーシ ョ ン協会会長）をは じ め 、教

務 日程な ど学生 参加 に つ い て 多大な ご配慮を い ただ い

た宮澤節子教学部長 （当時）， 田中正 学科長 を は じ め

とする学内教職員の 皆様 に こ の 場 をお借 り して お礼申

し上 げる次第で あ る．

　　　　　　　 （追加報告 ： 参加 企両代表 原 出 隆 記）
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